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§１．研究成果の概要 

 

トマト・キウイフルーツ・カキにおけるそれぞれの系統に特異な全ゲノム重複を対象とし、その重

複に起因するパラログペアの進化学的トポロジーに基づいて、重複ペアにおいてどちらか一方で

のみで正の選抜を経験したもの、すなわち、適応進化によって加速度的な機能変化を遂げた可能

性のあるものを網羅的に同定した。キウイフルーツでは、比較的新しい古ゲノム倍化によって性決

定遺伝子が生まれたことが示唆されているが、この古ゲノム倍化直後に正の選抜を受けた遺伝子

群には性決定遺伝子の機能とリンクするもしくはその直接制御を受けるものが多く、正の成立後の

再編を顕著に反映している可能性が示唆された。 

カキ属において、二倍体野生種は基本的に性別を有するが、六倍体栽培ガキは特異的に雌雄

異花性および両性花への回帰を示す。本研究では、数百のトランスクリプトームデータを横断する

高次的な共発現ネットワーク解析によって、この作用機作の中心を担う RADIALIS 様遺伝子

DkRAD を同定した。DkRAD は二倍体カキ属種では花発達期において発現が見られないものの、

六倍体栽培ガキにおいて、ストレスやサイトカイニンシグナルに応答した新たな発現パターンを獲

得しており、DkRAD が雌ずいにおいて発現することによって、雄花における雌ずい成長が促進さ

れて両性花に至るという分子メカニズムを解明した。これは同時に、一見すると祖先型への先祖返

りに見える性の変遷が、新しい性表現の獲得という上書き的な分子機作によるものであるというもの

であり、植物の性進化の理解に大きく貢献するものであった 1)。 

また、本研究では、植物の頻繁に起こる倍数化とリンクした系統特異的な発現制御系のモデル

化に取り組んでおり、トマト果実における成熟応答の発現パターン予測とその鍵因子の同定を目

的として、遺伝子プロモーター領域の各種情報への深層学習系を用いた cis-decoding 系を開発

した 2)。 
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